
卓 球

１ 主  催  長崎県高等学校体育連盟  長崎県教育委員会

２ 後  援  長崎県（公財）長崎県体育協会  大村市教育委員会

         長崎県卓球連盟 大村市卓球協会

３ 主  管  長崎県高等学校体育連盟卓球競技専門部

４ 期  日  平成２ ９ 年６ 月３ 日（土）・４ 日（日）・５ 日（月）・６ 日（火）

        開始時刻 ９ 時３ ０ 分

５ 会  場  大村市体育文化センター

６ 参加資格  大会実施要項による。

７ 参加申込  大会実施要項による。

        なお 、 高 体 連 へ の参 加 申 込 の締 め 切 り 日ま で に 、 所 定 の 参 加 申 込 書に 必 要 事 項        

を記入し、メールでも送信すること。（メールアドレス）motoishi5682@news.ed.jp

８ 競技方法 （１ ） 大会実施要項による。

       （２ ） シ－ド校

          ① 学校対抗……長崎県高等学校新人体育大会のベスト８ をシ－ドする。

          ② 個  人……長崎県高等学校新人体育大会等の結果を参考資料とする。

       (３ ）試合は１ １ 点ゲーム、５ ゲームスマッチで３ ゲーム先取で勝敗を決める。

       (４ ） 学校対抗戦の勝敗は４ ～６ 名による１ 複４ 単の５ 試合の３ 点先取で決する。

       （５ ）試合は次の順序とする。

          （但し、ダブルスは１ 番と２ 番では組むことができない。）

順序   １   ２   ３   ４   ５

  Ｓ   Ｓ   Ｄ   Ｓ   Ｓ

９ 参加制限 （１ ）学校対抗戦ト－ナメント方式で行う。                   

          （選手は４ ～７ 名以内とする。）

       （２ ）個人戦

          ① 複・単ともにト－ナメント方式で行う。

          ② ダブルス  

           ・各学校２ 組（ただし学校対抗に出場しない学校は１ 組）

           ・平成２ ８ 年度長崎県高等学校新人体育大会でダブルスの出場権数は男女共ベスト８

とする。ベスト４ になった組はシードする。残り４ 組は各学校の出場枠数に加算する。

                    ③ シングルス 各学校７ 名（ただし学校対抗に出場しない学校は２ 名）

                     ・平成２ ８ 年度長崎県高等学校新人体育大会でシングルスの出場権数は男女共ベスト

３ ２ とする。ベスト８ になった選手はシードする。残り２ ４ 人は各学校の出場枠数に加

算する。

       （３ ）外国人留学生について

          全国高体連卓球専門部内規（４ ）外国籍選手の大会出場制限による。

10 競技規則  （１ ）現行日本卓球ル－ルによる。

       （２ ）ゼッケンを背に必ずつけること。

               （ 3 ） 観 客 に 不 快 感 を 与 え た り 、 相 手 選 手 を い ら だ た せ る よ う な 行 為 、 或 い は ボ           

－ ル ・ テ － ブ ル ・ ネ ッ ト ・ フ ェ ン ス な ど の 器 具 を 乱 暴 に 扱 う よ う な 行 為 、          

ま た は 決 め ら れ た 休 息 時 間 以 外 （ ゲ － ム 中 ） に ア ド バ イ ス し た 場 合 は 、 い          

ずれもバッドマナ－としてペナルティ－の対象となる。

       (4) 団 体 戦 で ベ ン チ 入 り す る 監 督 は 校 長 が 認 め る 指 導 者 で 、 監 督 章 の ワ ッ ペ ン          

を付け、登録した者に限る。（ベンチに入る選手は、ユニホ－ムの色を揃えること。）

      （ ５ ） ベ ン チに 入 れる の は 、 団 体 戦 の 時 の 監 督 １ 名、 選 手 ７ 名 だ けで 、 そ の 他の          

者 は 全 て 観 覧 席 か ら 応 援 す る こ と 。 な お 、 観 覧 席 か ら の ア ド バ イ ス や サ イ          

ンも厳禁する。

       （６ ）団体戦では、進行上、複数の台を使用することもありうる。

               （７ ）個人戦のアドバイザーのベンチ入りについて



        ① ア ド バ イ ザ ー の 資 格 は 、 大 会 申 込 時 に エ ン ト リ ー さ れ た 監 督 ・ 選 手 に            

限る。

          ② アドバイザー（１ 名）は、試合開始時に選手とともに競技場に入場する。他のコート

でアドバイスしていた場合には試合中にベンチに入ることができる。試合途中でコート

を離れてもよいが、以後はそのコートに復帰できない。

       （８ ）タイムアウト制は学校対抗の準決勝より採用する。個人戦は採用しない。

11 表  彰 大会実施要項による。

12 抽 選 会 大会実施要項による。

13  そ の 他

（ １ ） 団 体 戦 の １ 位 は 全 国 高 等 学 校 総 合 体 育 大 会 並 び に 、 全 九 州 高 等 学 校 総 合 体          

育 大 会 の 出 場 権 を 得 る 。 ま た 、 団 体 戦 の ２ 位 は 全 九 州 高 等 学 校 総 合 体 育 大          

会の出場権を得る。

     （ ２ ） 個 人 戦 、 単 の 上 位 ４ 名 及 び 複 の 上 位 ２ 組 は 、 全 国 高 等 学 校 総 合 体 育 大 会 、          

単 の 上 位 ５ 名 及 び 複 の 上 位 ４ 組 は 、 全 九 州 高 等 学 校 総 合 体 育 大 会 の 出 場 権          

を得る。

       （３ ）個人戦の組み合せは専門委員会で行う。

               （４ ）使用球は、日本卓球協会公認硬球とし、40mm のプラスティック球とする。

               （５ ）会場や観客席を汚さないよう、各校、責任をもって処理すること。


